








細に検討されている（e.g., 神谷, 1996；鈴木, 2005；高橋, 1998）。
情動を伴った記憶の方がそうでない記憶に比べて想起されやすいのは、われ
われも日常でよく経験するし、実験室実験研究でも実生活調査研究でもこれま



































反応を生じさせることや（DeHouwer & Hermans, 1994）、情動的な写真刺激
や映像刺激を刺激材料とした研究で、情動性の効果が顕著に認められている
（Bradley, Greenwald, Petty, & Lang, 1992; Burke, Heuer, & Reisberg, 1992; 








IAPS（International Affective Picture Set; Center for the Study of Emotion 
and Attention [CSEA-NIMH], 2001）から選択した。刺激材料の種類としては、




実験参加者　女子大学生 91 名が実験に参加した。ニュートラル条件で 41 名、
情動性条件で 50 名であった。




えた。Figure 1 に、ニュートラル条件と情動性条件における 8番目の写真を示
系列 実験1 実験2 実験3
位置 日常物 動物 人物
1 イス イヌ スイカを食べる少女
2 トケイ アザラシ 水上スキーをする男性
3 カナヅチ イルカ 買い物袋を持った男性
4 カサ ウマ オフィスで電話をする女性
5 ランプ ワシ バイクにまたがった男性
6 ホン トリ ビールを飲む男性
7 メンボウ シカ パソコンに向かう男性
8 ゴキブリ／コンセント ネコ（傷ついたネコ） 試合で叫ぶ男性（血を流す男性）
9 タオル フクロウ 食事をする女性
10 スプーン ゾウ ゴルフをする男性
11 ドライヤー ライオン 黒板に数学問題を解く少年
12 カップ ウシ ギターを弾く男性
13 サラ ゴリラ スキーをする男性
14 アイロン ウサギ 窓を開ける老人
















リスト条件別の系列位置における再生率を Figure 2 に示す。再生率につい
てニュートラル条件と情動性条件との提示リスト条件間に差があるか、系列位
置別にχ 2 検定を行ったところ、系列位置 1、2、8番目で有意となった（順に、
χ 2 ＝ 5.06, 7.04, 12.7）。
系列位置 8番目において、情動写真（M=.780）はニュートラル写真（M=.415）
よりも再生率が高かった。すなわち、情動写真はニュートラル写真よりも記憶
Figure 1.  Example of pictures as stimuli: the emotional item (left panel) and the 

















Figure 2:  Probability of recall as a function of the emotional item and the neutral item 




実験参加者　女子大学生 108 名が実験に参加した。ニュートラル条件で 65 名、
情動性条件で 65 名であった。










実験 1と同じ手続きで求めた、条件別の系列位置における再生率を Figure 4
に示す。再生率についてニュートラル条件と情動性条件との提示リスト条件間
に差があるか、系列位置別にχ 2 検定を行ったところ、系列位置 8、9、14 番目
で有意となった。また系列位置 3番目で有意傾向になった。
Figure 3.  Example of pictures as stimuli: the emotional item (left panel) and the 


















Figure 4.  Probability of recall as a function of the emotional item and the neutral item 
appeared in serial position 8 in the Experiment 2.
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実験参加者　女子大学生 99 名が実験に参加した。ニュートラル条件で 58 名、
情動性条件で 41 名であった。








Figure 5.  Example of pictures as stimuli: the emotional item (left panel) and the 





列位置における再生率を Figure 6 に示す。
ニュートラル条件と情動性条件とのリストの提示条件間にどの系列で差があ



































Figure 6: Probability of recall as a function of the emotional item and the neutral item 









た研究（Conway et al., 1994）や、扁桃体や眼窩前頭皮質といった情動刺激の
処理に関わる部位における、情動刺激と非情動刺激との賦活の違いを比較した
脳画像研究（Hamman, 2001; Kensinger ＆ Shacter, in press）から示唆されて
いる。すなわち、符号化段階において影響する要因として、繰り返しリハーサ
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